
 「主体的・対話的で深い学び」を実現する間接指導のポイント  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 練り上げの場面  
 

児童中心にねり上げができ
るように、「ねりあげの視
点」を示しておく 
 

・○せ いかくに 
・○か んたんに 
・○い つでも  等  

 

５学年も６学年も学習リーダーの司会・記録で授業を進める 

 

 

① 司会の児童 
「この式はどう考えました
か？」・「どうして正しいの
か説明してください。」・ 
「別の言葉でいうとどうな
りますか？」などの質問を
する。 
 

② 教師の手立て 
・「問い返し」の言葉 
・揺さぶりのための誤答 
 

 

かけられる数も小数の場合の計算のし方を考えよう。 

 

 キーワードの記録  
 

書記は、「学び合う場面」で

出てきた「キーワード」を

記録しておく。 

 

 問題文への書き込み  
 

わかっていること→青線 
聞いていること →赤線 
単 位     →  
を書く。 

 

かけられる数も小数の場合、整数にして計算し、かけ

た数だけ割る。 

 
 まとめの文づくり  
  

「キーワード」を使って 
子供たちで話し合ってま
とめる。 
 
課題文と同じ「リード文
（太字）」から書き出すよ
うにすると、自分たちだけ
でまとめの文を作ること
ができるようになる。 
 

 課題設定   
 

 

今までの問題と本時の問題
の違うところをつかみ、子
供たちで話し合って課題文
をつくる。 

 

 本時の問題をつかむ  
 

今まで学習してきたこと
を活用して、解決の見通し
をもつ。 
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 上学年と下学年の交流    
 

「本時の学習でどんなこ 
とを学び、どんなことが分 
かったのか」について交流 
する。交流することによ 
り、上学年は既習の確認に 
なる。下学年は、説明し、 
質問を受けることで、学習 
内容の理解が深まり定着 
する。 


